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1.はじめに

熱帯多雨林における年間の蒸発散量は，放射

エネルギーの大小などに大きく左右されると

いわれている.しかし地表面の変更が水循環に

与える影響を詳しく評価するたには，降雨日や，

頻繁に起きる 7-15日の連続無降雨期間，数
年に一度おきる 2-3ヶ月の極端に乾燥した期
間含めて蒸発散過程を理解する必要がある。樹

液流測定は，他の蒸発散測定法と比較し，降雨

日も含めて非破壊で長期観測が可能であると

いう特徴を有する.

ランピル国立公園では， 2001年6月より樹
液流測定が開始された.本報告では，樹液流測

定結果を示すとともに，降雨後の蒸散過程につ

いて，本観測地特有の現象を見出すことができ

たので報告する.

11.方法及び材料
樹液流測定には，樹体に熱を与えることで樹

液流速を算出するヒートパルス法を用いた.測

定対象木は，第2タワーに隣接する

DiptelY.苅carpuspachyphyllu~樹高 47m)であ
る.地上約 30m地点から分岐し樹冠を構成す

る葉をつける枝の付け根部分にヒートパルス

センサーを設置した.

気象データは，第2タワー最上部で測定され

た樹冠上の降雨，日射，温・湿度を使用した.

ill. 日測定値のトレンド

ヒートパルス法を長期間にわたって行う時，

日変化の山が序々に低下する現象がしばしば

観測される.このセンサー差込みによって序々

に現れる通水能劣化に対して，同一気象条件下

の日積算樹液流速が同じ高さになるよう，日単

位，時間単位の補正を行った.
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図'1 日積算樹液流速値

上段から，日雨量，日射(濃い線)，大気飽差(薄い線).

日積算樹液流速である.
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図'2 降雨日における樹液流速値の日変化
各グラフとも，灰色線は晴天日 20日間平均日変化
(縦棒は標準偏差).

晴天日の日積算樹液流速から形成されるト

レンドの変動は小さい(図-1).日毎の変動につ

いて，日中に降雨があった日は，日射量，大気

飽差が小さく，日積算樹液流速も低い値となる.
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N.降雨後の樹液流特性
降雨日における樹液流速の典型的な日変化

パターンを 2種類，図-2に示す.

ランピル国立公園では，降雨に明瞭な日周期

があり，ボルネオ島北岸における海岸地域の降

雨パターン(夜雨型)と，内陸地域の降雨パター

ン(昼雨型)に対応した 2つのピークを持つ

(Kuraji et al.， 2001).降雨後に樹液流速が晴天
日の樹液流速に匹敵する値になるまでの時間t
を求めたところ，昼雨型では平均80分(n=21)，
夜雨型では平均200分(n=15)となった.なお，
樹冠面に付着する水分は気孔のガス交換を阻

害するので，ここで算出される時間とは，降雨

により濡れた樹冠面が完全に乾くに要する時

間に対応したものである.

昼雨型では，降雨終了後，蒸発を促す日射量

が速やかに増大し，その後大気飽差も増加して

いる(図-2).一方，夜雨型の場合，降雨終了後

数時間，日射，大気飽差ともに低く推移する.

このことが，樹冠が完全に乾くに要する時間を

長くすると判断される.以上のことから，降雨

後の蒸散過程は，異なる降雨パターンの降雨後

の気象特性と密接に関係があると思われる.

以上のように，樹液流測定は，樹木蒸散と環

境条件の関係について有益な情報を提供する.

今後も，樹液流計測を継続・展開し，異なる樹

種・樹高間の樹液流特性をとらえて行く予定で

ある.
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